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２
０
２
３
年
１
１
月
１
８
日
、
土

曜
日
。
今
年
の
遠
足
の
行
き
先
は
、

法
隆
寺
で
す
。
前
か
ら
楽
し
み
に
し

て
い
た
の
で
す
が
、
天
気
予
報
を
見

る
と
、
午
前
中
は
雨
、
午
後
か
ら
曇

り
と
い
う
感
じ
で
、
み
な
さ
ん
も
、

「
雨
や
な
ぁ
、
寒
い
か
な
ぁ
。
」
と

不
安
気
な
様
子
で
し
た
。

当
日
に
な
っ
て
も
予
報
ど
お
り
、

朝
は
雨
。
そ
れ
で
も
午
後
か
ら
雨
が

上
が
る
の
な
ら
と
決
行
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
車
に
乗
り
こ
み
、
昼

食
場
所
ま
で
小
一
時
間
の
ド
ラ
イ
ブ

で
す
。
外
は
雨
。
時
お
り
強
風
が
吹

い
た
り
、
稲
光
が
見
え
た
り
で
、
景

色
を
楽
し
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
み
ん
な
と
話
を
し
た
り
、

懐
メ
ロ
イ
ン
ト
ロ
ク
イ
ズ
を
し
た
り

し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

昼
食
は
法
隆
寺
近
く
の
「
う
な
ぎ

の
川
は
ら
」
で
ひ
つ
ま
ぶ
し
を
い
た

だ
き
ま
す
。
ひ
つ
ま
ぶ
し
は
初
め
て

食
べ
る
と
い
う
人
が
多
く
、
店
員
さ

ん
に
「
一
膳
目
は
そ
の
ま
ま
、
二
膳

目
は
薬
味
を
か
け
て
、
最
後
は
薬
味

と
お
出
汁
を
か
け
て
」
と
教
え
て
も

ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
味
の
違
い
を
楽

し
み
ま
し
た
。

食
事
を
い
た
だ
い
て
い
る
間
も
、

雨
は
降
り
続
き
、
食
事
が
終
わ
っ
て

も
止
む
気
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
り

あ
え
ず
法
隆
寺
の
駐
車
場
ま
で
行
っ

て
様
子
を
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

駐
車
場
で
今
回
ガ
イ
ド
を
務
め
て

く
だ
さ
る
、
素
敵
な
帽
子
を
か
ぶ
っ

た
首
藤
さ
ん
と
合
流
し
、
法
隆
寺
の

南
大
門
を
く
ぐ
る
と
、
い
い
タ
イ
ミ

ン
グ
で
雨
が
止
み
ま
し
た
。
首
藤
さ

ん
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
西
院
伽

藍

や

大

宝

蔵

院

を

め

ぐ

り

ま

す

。

「
聖
徳
太
子
」
や
「
エ
ン
タ
シ
ス
」
、

「
玉
虫
厨
子
」
な
ど
、
昔
学
校
で
学

ん
だ
こ
と
を
、
思
い
出
し
な
が
ら
見

学
し
ま
し
た
。

雨
が
止
ん
で
い
た
の
と
、
首
藤
さ

ん
の
「
今
し
か
見
ら
れ
な
い
で
す
よ
。
」

の
言
葉
で
、
当
初
予
定
し
て
い
な
か
っ

た
、
東
院
伽
藍
の
夢
殿
ま
で
足
を
伸

ば
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
秘
仏

の
「
救
世
観
音
」
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

気
温
が
低
く
て
、
風
も
強
く
、
と

て
も
寒
い
一
日
で
し
た
が
、
集
合
写

真
を
撮
る
と
き
に
は
青
空
も
の
ぞ
き
、

み
な
さ
ん
と
笑
顔
で
写
真
に
お
さ
ま

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

これからのわたし 増田 真衣

はじめまして。今年８月２０日に入職した新入職員の増田真衣（ま

すだまい）です。

まずはじめに少しだけ自己紹介をさせていただきます。

私は、平成７年９月２７日に４人兄妹の末っ子として生まれました。

幼い頃から少し身体が弱い方で、熱を出したり肺炎になってしまい入

院したときもありました。いまだに小さい頃の肺炎の影が少し残って

いると言われており、軽い喘息も持っているので、風邪などをひくと

長引いたり、こじらせてしまうと喘息の症状が出たりします。

私には父がいません。父は、私が小学２年生の時に大腸がんという

病気で亡くなりました。父が亡くなってからの生活は、すごくつらい

日々でしたが、私たち４人兄妹を母が１人で育ててきてくれた姿を見

てきて、なるべく負担をかけないように、少しでも助けてあげられる

ようにと思い、中学生のときは学校終わりに新聞配達のバイトをし、

高校生活でもずっとバイトをする日々でした。卒業してからも、大学

などに行くという選択肢は全くなく、生活を助けるために就職し、社

会人となりました。

将来のことを考えるとき、父の病気期間の影響もあり、医療系のお

仕事に就きたいと考えていました。誰かの役に立ったり、サボートを

したいと思っていました。

縁があり、歯科での助手というお仕事に出会いました。色々な業界

用語や機材など、覚えることがたくさんありました。先生や衛生士さ

んのサポートをする立場、患者様と先生との間の橋渡し役として、コ

ミュニケーションの取り方などもたくさん学びました。その分たくさ

ん失敗もし、怒られることもありましたが、日々の成長の中で任せて

もらえる仕事も増え、審美部門でのコンシェルジュというお仕事の資

格も取らせていただきました。たくさんの方たちと関わるようになり、

元々人見知りで内気な方だった私が、明るい性格に変わり、思ったこ

とも飲み込まず少しずつ発言できるように成長することができました。

事情があり約１０年間勤めてきた歯科助手のお仕事を辞めることに

なりました。次の仕事を探していたところ、どんな仕事が私に合って

いるのか、もっと人のサポートができる仕事はないのかと考えていた

時に、メイクるタウンの求人が目にとまりました。仕事内容に興味を

持ち、すぐに応募しました。支援という形で色々な障害を抱えている

方たちのサポートができ、これからの自分の成長に必要なのではない

かと感じました。なぜなら、甥が発達障害を抱えているからです。甥

と関わる中で、どう接してあげればいいのか悩むときがあります。

世界中にも、様々な障害を抱えて暮らしている方がたくさんいると

思います。そんな中で、私にできることはどれほどあるのだろうと考

えながら、日々新しいお仕事に取り組んでいます。

メイクるタウンで働き始めて３ヶ月程になりますが、スタッフや利

用者様からいろんな話を聞かせていただき、新しく学ぶこともありま

す。また時には、忙しく作業をしながらも皆様と笑い声をあげること

もあり、間違っていることや分からないことは教えて下さったりと色々

なことを経験することができています。

これからメイクるタウンの利用者様と共に成長し、皆様にとって過

ごしやすい職場づくりを心がけ、頑張っていきたいと思います。

初めての職種ということもあり、ご迷惑をおかけすることも多々あ

るかと思いますが、応援していただけると嬉しいです。

連 載 企 画 職 員 の つ ぶ や き ( 第 二 十 二 回 )
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